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アン ボン 島 (イン ド ネ シア ) で 採集 し た マダ ラチ ョ ウ , 
と くに climena-melina complex に つい て 
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Notes on the Danaidae from Ambon Island, Indonesia, 
with Special Regard to climena-melina Complex 


Shinichiro KATO 


前 報 (加藤 , 1974, 1976, 1977, 1978) に 引 続 い て , マダ ラチ ョ ウ に つい て 報告 する . 報告 に 先立っ 
て , 日 どろ 懇切 な ご 指導 に 預り , また 再三 に わた っ て 校 関 の 労 を と っ て 頂い た 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 
の 日 浦 勇 氏 に 深謝 申し 上 げ る . 

アン ボン 島 に は 10 属 17 種 の マダ ラチ ョ ッ が 生息 する と 推定 され る が , その 中 6 属 12 種 (Table 1) 
を 採集 し た . 同島 で は , 本 科 は きわ め て 優勢 で , 年 間 を 通し て 平地 か ら 低 山地 に か け て , 疎 林 の 林 緑 
か ら 林 間 に 広 く 分 布 し , 多発 し て 群 飛 ・ 混 飛 す る こと が 多い . 平行 変異 現象 (森下 , 1976, 1977) は 
アン ボン 島 の Euploea に も 顕著 に 見 られ , その 多く は , 紫 幻 色 を ほとん ど 失 な い , 期 表 斑紋 は 減退 し 
て 黒褐色 の 地味 な 地 色 と な り , また 亜 外 縁 部 は 幅広 く 淡 色 と な る . また , シロ チョ ウ , アゲ ハチ ョ ウ , 
タテ ハチ ョ ウ , ジャ ノ メ チ ョ ウ が これ ら Euploea と 擬態 関係 を も つこ と が 認め られ る . 

調査 の 結果 , 種 cMmena の 原 名 亜 種 cezg CRAMER と 共存 する と され て いた 亜 種 melina GopARr 
は , アン ボン 島 か ら は 未 記 録 の 種 /6 が sczg7g の 亜 種 と 思わ れる の で , 併せ て 報告 する . 





fable 1. List of Danaidae collected on Ambon 1s. in 1972-1973 and 1974. 








Number of individuals 





26. XII-2. T. 1973 4-10. VIII. 1974 

6) 9 g 
77e idea 9 3 6 3 
Nasuma ismare 9 7 ーー 1 
Salatura philene 14 6 6 4 
Radena juventa 6 9 7 10 
Parantica cleona 6 5 9 6 
Euploea climena 6 4 5 4 
E. latifasciata 2 1 ーー ーー 
E. alcathoe 4 1 ーー ーー 
E. algea 6 4 3 2 
E. sylvester 1 — — ーー 
E. phaenareta 2 ーー ーー 2 
E. leucostictos 3 2 5 5 





1。 Idea idea idea LINNAEUS 
ミナ ミオ オ ゴ マダ ラ ( 新 称 ) (Figs. 1, 2) 


採集 場所 は 島 北部 の 東海 岩 沿 い 平 地 の 疎 林 の 林 緑 と 林間 で , 群 飛 し て いた も の で ある . 丘陵 地 か ら 
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低 山地 に か け て も 見 か けた が , いずれ も 単独 飛 北 中 の も の で あっ た . 年 中 発生 し 季節 変異 は 見 られ な 
い が , 前 次 外 半 の 矢 じ り 状 黒色 斑紋 が ジグ ザ グ に つなが る 個体 や , 後期 亜 外 縁 黒 帯 が な 分断 され ず に つ 
な が る 個体 が 混じる . 期 表 地 色 は 白色 で 黄 味 を 帯び が ない. ざ の 前 次 長 は 76-80 mm, \ で は 73-84 
mm. 最大 開 長 は 150 mm を 超す . 


2. INasuma ismare ismare STOLL 
ホソ バ マ ダラ ( 新 称 ) (Figs. 3, 4) 


分 布 は モル ッ カ に 局 限 され る が , 飛び 離れ て スラ ウェ シン シ に 特 化 し た 亜 種 を も つと いわ れる . 雨季 の 
採 品 は 1? の み で , 他 に は 見 か け な か っ た が , 乾季 に は 島 北 部 の 海 涯 沿い 疎 林 の 林間 に 多く , 中 央 サ 
バン ブナ 台地 や 南部 の 低 山地 で も 採集 し た . 季節 変異 は と し くに な いよ う で ある . ば の 前 學 端 は 本 科 の 中 
で は 最も 細長 く 伸び , 外縁 は 内 方 に 強く わん 上 曲 す る . 前 頑 長 は すず と も に 46-52 mm. 





3. Salatura philene philene CRAMER 
ウス グロ カバ マダ ラ (Figs. 5-8) 


次 の 2 種 と 共に 最 普通 種 で , 乾季 に 多く , 疎 林 の 林間 で 群 飛 す る の を し ば し ば 見 か けた . 種 genutia 

スジ グロ カバ マダ ラ の オー スト ラリ ア 区 に お ける 交代 種 と 考え られ , アン ボン 産 は 原 名 亜 種 で ある . 
次 表地 色 は 暗 赤 褐色 だ が , 中 に 明 赤 茶色 の 個体 が 混じる . 前 後 次 外縁 と 前 次 中 室外 方 の 白 班 紋 の 発 
現 の 強弱 に 個体 差 が 見 られ る . また , 後期 裏 面 中 室内 外 の 超 脈 に 沿っ て クサ ビ 形 白 条 紋 (Fig. 6) を も 
つ 。 FRUHSTORFER (1910) は , 暗 赤 褐色 型 と 明 赤 茶色 型 の 2 型 に 分 け , 後者 は クサ ビ 形 白 条 紋 が 次 表 
に 浮き 出る と し て いる が (Fig. の, 採 品 を 検 し た 限り , 期 表 に 浮き 出る 個体 は きわ め て 少な く , また 
前 者 に も その よう な 個体 が 混じっ て お り , 明確 に 区 分 で き な い の で , 個体 変異 と 見 な す の が 妥当 で あ 
ろう 。 中 に は クサ ビ 形 白 条 紋 を 全く 消失 し た 個体 も ああ る . な お , 地 色 の 差異 は 李 節 に 関係 な く 現 われ 
て いる の で 季節 変異 と よる も の で も な さそ う で ある . の 前 期 長 は 32-45 mm, ? で は 31-40 mm. 
小形 の 個体 が 混じる . 


4. Radena juventa meganira (TODART 
ト ガ リア サギ マダ ラ (Figs.9, 10) 


次 形 , 地 色 , 斑紋 と も に 安定 し , と くに 季節 変異 は な い . ざ の 前 次長 は 40-46mm, \ で は 
38-44 mm. 


5. Parantica cleona cleona STOLL 
モル ッ カ ヒメ アサ ギ マ ダ ラ ( 新 称 ) (Figs. 11, 12) 

種 aspasia ウス キ ヒ メア サギ マダ ラ の モル ッ カ に お ける 代 置 種 と 見 られ ,。 アン ボン 産 は 原 名 亜 種 で 
ある . 天 形 , 地 色 は 前 種 同様 安定 し て いて いる が , 黄 緑 色 の 斑紋 に 個体 差 に よる 濃淡 が 目立つ . と く 
と 季節 変異 は な い . 前 次 第 11 脈 と 第 12 脈 と は , 途中 で 近接 する が , 一 点 で 接する こと は な い . づ の 
前 期 長 は 32-40 mm, ? で は 34-44 mm. 


6. Euploea climena climena CRAMER (Figs. 13-16) 


ビス マー ク 諸 島 か ら 西 は ジャ ソ , スマ トラ に お よぶ な が , ニュ ー ギ ニア 系 の チョ ウゥ ウ で ある . アン ボン 
島 で は , 種 ggeg と と も に た Euploea の 中 で も 最も 普通 種 と な る . 原 名 亜 種 で , 季節 変異 は と くに 見 ら 
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Figs. 1, 2. Idea 7 の eZ 77eg LINNAEUS。 (1) ¢; (2) g. Figs. 3。 4. Nasuma ismare ismare 
STOLL, (3) づ : (4) P. Figs. 5-8. Salatura philene philene CRAMER。 (6) underside: 
(5-7) づ : (8) ?. Higs. 9, 10. Radena juventa meganira GODART。 (9) $; (10) 8. 
Figs. 11, 12. Parantica cleona cleona STOLL。 (11) づ : (12) 8. 


れず , 年 中 発生 する . 乾季 の 採 品 は 前 贅 長 が 33-47 mm, 雨季 で は 38-44 mm で , と くに 雨季 発生 の 
個体 が 小型 で ある と は いえ ず , また , 褐色 地 色 の 濃淡 や 後 超 裏 面 の 青白 紋 が 甚 表 に 浮き 出る 強弱 の 差 
は , 季節 に 係わり な く 見 られ る . 従っ て , これ ら は 季節 の 変化 に 起因 する (FRUHSTORFER, 1910) の で 
は な く , 個体 変異 に よる と 見 な す の が 妥当 と 思わ れる . 

FRUHSrORFER (1910) は , 後 次 裏面 の 亜 外 縁 部 に 青白 紋 列 を 欠く 個体 を 亜 種 elima GopART に 分 類 
し , アン ボン , セラ ム , サパ ペル ア に 分 布 す る と し , D'ABRERA (1971) も これ に 準じ て いる . し か し , 
11 づ ば, 8? ? の 採 品 を 検 し た 限り で は , 亜 外 縁 に 青白 紋 列 を 欠く 個体 は 皆無 で あっ た . も っ と も, 
外縁 に 青色 絞 列 を 欠く 個体 は , 乾季 に 1 ば, 雨 李 に 2 づ づ あっ た が (Fig. 14), この よう な 変化 は 同 
島 産 種 akgea に も 見 られ る の で , これ は 個体 変異 と 見 る べき で ある . また , 同一 地域 に お ける 同一 種 
内 の 複数 亜 種 の 併存 は , 同島 産 種 92 の よう な ケー ス に 限ら れる の で (加藤 , 1978), アン ボン 島 
で の 亜 種 melina の 生息 は 疑わ し い . 次 項 で 述べ る 種 latifasciata を 誤認 し た ケー ス と 考え られ る . な 
お , D'ABRERA (1971) の 種 climena に 関す る 解説 は , FRUHSTORFER (1910) を 引用 し た も の と 思わ れ , 
次 表 だ け で 断定 で き な い が , melina と 図示 され た づ (D'ABRERA, 1971, p. 176) は 原 名 亜 種 climena 
(Fig. 13) の づ で は な いか と 思わ れる . 


kn 
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7. Euploea latifasciata ssp. 
(Figs. 17-20) 


採集 場所 は 鳥 北部 の 東南 海岸 に 沿っ て 茂る ヤシ 林 が 疎 林 に 接する 林内 で , 乾 李 に 他 の Euploea と 混 
飛 し て いた も の で ある . 

前 起 表 に 性 標 は な く , 後 超 表 前 半 に 半 光 沢 部 を 欠き , 隆起 斑 は な い 。 ま た さや と も ゃ 前 超 後 縁 は 完全 
に 直線 状 を 呈し , さす? ほとん ど 同 形 で , か つ 前 後 次 と も 亜 外 縁 紋 列 を も た な い (Higs. 17-20). 前 交 中 
室 に は 迷走 脈 を も つ . これ ら の こと か ら , ckimena 種 群 に 属す る 種 latifasciata WEYMER と 見 な され 
る . 

FRUHSTORFER (1910) は , 種 /atifasciata は スラ ウエ ン に 広く < 分布 する が きわ め て 稀少 と し , CORBET 
(1942, 1943) は , 原 名 亜 種 latifasciata WEYMER は スラ ウェ エン に , 亜 種 7 の cg FRUHSTORFER は モル ッ 
ヵ に 分 布 し , 贅 表 は 白色 の 飾り 帯 を も つか 無 紋 で ある と し , D'ApsERA (1971) は radica が 北 モ ルッ 
ヵ の Obi, Batian に 分 布 す る と し て いる . また 森下 (1977) は , /【atifasciata は 見 ご と な 純白 斑 を も ゃ つ 
が , モル ッ カ 産 は 期 表 黒褐色 無 紋 , 別種 の よう に な る と 述べ て いる . 以上 が 今 ま で に 知ら れ た 分 布 圏 
と 地理 的 変異 の 知見 で ある 。 アン ボン 島 か ら の 正式 の 記録 は 見 出す こと が で き な か っ た . アン ボン 産 
は 発生 個体 数 が 少な く , 一 見 , 多発 する 万 . geg や 万 cezg と きわ め て 酷似 し , か つこ れ ら と 混 











Figs. 13-24. Euploea spp., (14, 16, 18, 20, 22, 24) underside: (13, 14) E. climena 
climena CRAMER, &; (15, 16) ditto, 2; (17, 18) E. latifasciata subspecies, 3; 
(19, 20) ditto ?: (21, 22) E. alcathoe alecto BUTLER, &; (23, 24) ditto, ?. 
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飛 す る こと か ら , と くに 注意 深く 個体 別に 観察 し な い 限り , その 相違 を 見 つけ に くい 種 で ある . 古く 
か ら 生 息 し て いた が 見 逃さ れ て いた も の と 考え る . 

アン ボン 産 の 主 な 特徴 を 各種 latifasciata, radica と 比べ て 列挙 する . 

1) 採 品 の 前 次 長 は づ で は 43, 46 mm, ? で は 45 mm. CoRBEr (1943) は , 種 arifasciata の 前 期 
長 は 40 mm 以上 と し , 森下 (1977) に よれ ば , atifasciata は 大 型 で 55 mm を 超え る . 

2) 誠 表 地 色 は 黒褐色 , 無 紋 だ が , 亜 外 縁 か ら 外 線 に か け て 幅広 く 淡 色 と な り , 後 炊 に お いて 顕著 
に な る (Figs. 17, 19). Latifasciata は 前 に 述べ た 通り , 鮮やか な 白色 の 飾り 帯 を も ふつ . Radica は 無 
紋 で , 地 色 も 黒褐色 だ が 全数 に わた っ て お り , アン ボン 産 の よう に 外 方 に 向っ て 淡色 に な ら た ない 
(DABRERA, 1971, p. 178). 

3) 前 次 外縁 は ゆる や か に カー ブ し , 後 次 で は 丸み が 強い . Latifasciata の 区 形 は ほぼ 同 じ だ が , 
radica で は 後 翔 外 が や や 角 張 る . 

④ 裏面 地 色 も 黒褐色 で , 誠 夷 と 同様 に 外 方 に 向っ て 淡色 と な り , 前 後 次 に 各 1 個 の 中 室 紋 , 前 其 
中 室外 方 に 3 個 , 後 炊 に は 7 個 の 青白 紋 列 を も つ (Figs. 18, 20). Larifasciata は 前 次 と 同じ 白色 の 飾 
り 淀 を も つ (森下 , 1977, pl. 10) . Radica は 前 次 に 2 個 , 後半 に 1 個 の 中 室 紋 , 前 期中 室外 方 に 3 個 , 





SR 


Figs. 25-36. Euploea spp., (26, 28, 30, 33, 36) underside: (25, 26) E. algea algea 

_ GoparT, 3; 27, 28) ditto, や : (29, 30) E. sylvester inaequalis BUTLER, $; (31) 

E. phaenareta phaenareta SCHALLER, ¢; (32, 33) ditto, 2; (34) E. leucostictos 
nemertes HUBNER, ¢; (35, 36) ditto, §. 
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後 畑 に 6, 7 個 の 青白 紋 列 を も つ . 地 色 は アン ボン 産 ほ ど 外 方 に 向っ て 淡色 に な ら な い (D'ABRERA。 
1971, p. 178). 

5) と る 前 期 裏面 1D 室 に , 地 色 と 明確 に 区 分 で きる ほぼ 同 長 の 2 本 の 長い 灰 白 条 が 平行 し て 
な らぶ (Figs. 18, 20). Latifasciata と radica は これ を も だ た ない. 

この 中 , 3) の み ぐ に 見 られ る 2 本 の 長い 灰 白 条 は , 他 の Euploea だ け で な く 種 latifasciata に も 
見 られ な い 特 異な 形質 と 見 な され る の で , 種 7 が 2sezgg と 近 半 だ が , 独立 種 の 可能 性 も あり , 更に 
検討 の 余地 が 残る . ここ で は 一 応 種 atifasciata の アン ボン 島 に お ける 固有 の 亜 種 と し て 取り 扱う こ 
と に し た い . 

すゞ は 酷似 する が , 1) \ は 地 色 が や や 淡色 と な る . 2) 他 の Euploea ほど で は な い が , 前 次 後 総 
角 が , づ で は や や 丸み を も つの に 対し て , 9 で は 角 張 る . 以上 2 点 か ら 外 見 か ら ゃ 識別 で きる . 








8. Euploea alcathoe alecto BUTLER 
(Figs. 21-24) 


採 品 は 乾季 の み で ある が , 発生 頭数 は あま り 多 く な いと 思わ れる . 死 表 地 色 は 濃 黒 褐色 で , づ は ビ 
ョ ー ド 状 光沢 を も つ . 性 標 は な い が , 前 次 裏面 tb 室 に 1 本 の 長い 灰 白 条 を も ち , \ は 太い が , 3 は 
目立っ て 細く な る (Figs. 22, 24). づ の 前 次長 は 39-44 mm. ? で は 43 mm. 





9. Euploea algea algea (TODART 
(Figs. 25-28) 


区 表地 色 は , づ で は 黒褐色 , 後 次 外縁 は 幅広 く 淡 色 と な り 前 次 に お よぶ も の が 混じる . は や や 決 
色 で , 外 方 に 向っ て さら に 淡く な る . 無 紋 だ が 亜 外縁 に 小 白 絞 を 残す 個体 が 泥 じ る . 幻 色 は 全く 欠 
く . 裏面 の 亜 外縁 青白 紋 列 が 期 表 に 浮き 出る 個体 が 多く (Figs. 25, 27), また , 外縁 の 青白 紋 列 を 欠く 
も の が ある . 季節 変異 は 見 られ な い が , サイ ズ , 甚 形 に 個体 変化 が 目立つ . ざ の 前 次 表 は 41-46 mm, 
? で は 36-46 mm. 


10. Euploea sylvester inaequalis BUTLER 
ルリ マダ ラ (Figs.29, 30) 


採 品 は 乾季 の 1 づ の み で , 島 北 部 の 東南 海岸 に 沿っ た 疎 林 の 林間 で 他 の Euploea と 混 飛 し て いた も 
の で ある . 前 次 表 は ビロード 状 光沢 を ゃ も つ 黒 褐色 で 無 紋 , 後 縁 は 弱い が ぁ ふく ら み を ゃ も つ . 後 炊 で は や 
や 淡色 , 亜 外縁 部 は さら に 淡く な り , 目立た な い が 斑 紋 列 を も つ (Fig. 29)。 紫 幻 色 は 次 の 2 種 と と も 
に , 斜 光 に より か すか に 現れ る 程度 に まで 減退 する . 裏面 は 外縁 , 亜 外 終 と も 青白 紋 列 を 欠く . アン 
ボン 島 で は 稀少 で ある . 前 次 長 は 49 mm. 





11. Euploea phaenareta phaenareta SHALLER 
オオ ムラ サキ マダ ラ (Figs.31-33) 


生息 場所 は 海岸 付近 より むしろ 低 山地 が 主 な よう で , 採 品 も 島 北 部 の 東南 海岸 に 治っ た 低 丘 陵 地 で 
の 1 づ と アン ボン 南部 低 山 地 の 貴 林 の 林 縁 で の 1 す 32? や で ある . 発生 頭数 は 多く な い . ざさ は 東 李 , 
\ は 雨季 と 採 品 が 片 寄 り , 季節 変異 は 確認 で き な か っ た . 

地 色 は , づ は 黒褐色 で 後 鞭 裏 面 は や や 紫色 を 帯び て に ぶ い 光沢 を も ち , \ で は や や 淡色 と な り , 外 
方 に 向っ て さら に 淡色 と な る . 斑紋 は 白色 が 基調 で , 次 表 で は 茶色 が か か り , ご 裏面 で は と くに 後 次 
に 青色 が 出る . 《 の 前 夫 長 は 62-65 mm, ? は 66-68 mm で 大 型 で ある . 
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12. Euploea leucostictos nemertes HUBNER 
マル バネ ルリ マダ ラ (Figs.34-36) 


乾季 雨季 を 通し て 平地 か ら 低 山地 に か け て 普通 に 見 られ る が , と くに 季節 変異 は な いと 思わ れる . 
地 色 は 前 種 と 同様 で , か つ 同 じ 変化 を も つ . 前 次 1b 室 の 小 円 紋 は 淡 青 紫色 か ら 淡 青色 , 白色 まで 
あり , 大 き さ も さま ざま で 無 紋 に 近い も の も ある . 2 券 表 の 亜 外 縁 白 紋 列 の 発現 度 は ? に 比べ て は 
る か に 弱い . また 裏面 の 白斑 級 は , 前 次 中 室外 紋 列 で は づ 『 と も 淡 青 色 , 後 次 亜 外縁 紋 列 は づ の み 
青色 を 帯び る . 全体 的 に 個体 変異 が 目立つ . ざさ の 前 頑 長 は 40-47 mm, や で は 42-52 mm. 
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Summary 


Danaidae collected on Ambon Island, Indonesia, are reported with some observations on the 
seasonal variation. 
The following results have been obtained from this study: 

1) E. climena melina GoDORT, another subspecies of E. climena climena CRAMER, is not Hikely to be 
distributed there. 

2) The specimens recognized as a subspecies of Zlatifasciata WEYMER were newly recorded 
there. The new one, two males and a female, have a pair of very long grey-white stripes in 
parallel in space 1b on the undersisde of forewings. This unique characteristic is absent not 
only in other Euploea but also im other subspecies of latifasciata in Sulawesi and north 
Moluccas. For this reason, this might be regarded as an independent species, but further 
study is required for the final decision. 
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